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３Ｐ平成27年度決算及び平成28年度予算／平成28年度石井町社会福祉協議会事業計画／４Ｐ各種事業案
内／心配ごと相談／生活福祉資金貸付／日常生活自立支援／生活困窮者自立支援／訪問介護／居宅介護支援／
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　公民館藍畑分館が新築され、５月２８日に落成式が
行われました。
　新藍畑分館の愛称は、「あいあいセンター」に決定さ
れて、地域の方々に愛される新しい拠点が誕生しました。
　あいあいセンターの中に、和室と洋室（それぞれ１０
畳程）がつながった『老人憩い室』があります。地域
の高齢者が立ち寄って、生花、囲碁、近所の方同士で

の会話を楽しみ、まさに憩いの場として有効利用されて
います。
　ひとり暮らし高齢者が増え、人と人との関係が希薄
化する地域社会の中で、『老人憩い室』のように、気軽
に立ち寄れて、交流ができる場があるということは、大
変有意義なことです。このような拠点が増え、今後益々、
高齢者が元気な石井町になることを願っています。

公民館藍畑分館新築に『老人憩い室』



熊
本
地
震
義
援
金
報
告

と
継
続
の
お
願
い
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毎
年
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
日
本
赤
十
字
社
活
動
支
援
費

（
日
赤
社
費
）は
、
災
害
救
護
・
救

援
活
動
は
も
と
よ
り
、
救
援
物
資

の
備
蓄
や
移
動
炊
飯
器
の
増
設
、

尊
い
命
を
守
る
救
急
技
法
等
の
普

及
の
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

石
井
町
で
は
、
自
治
会
・
実
行

　

次
の
方
々
か
ら
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
1
月
18
日
〜
6
月

13
日
分
）

一
金　
　

５
０
、０
０
０
円

　
　

野
口　

美
代
子
様

一
金　
　

２
０
４
、７
０
４
円

　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
芸
能
徳
島
様

日
本
赤
十
字
社
費
募
集
の
お
礼

社
協
会
費
・
共
同
募
金
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

あ
り
が
と
う
車
い
す

♡
貸
出
し
に
つ
い
て

リ
サ
イ
ク
ル
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
貸
出
し
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
備
品
貸
出
し

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
金
の
お
礼

グループ名 献血実施日
石井地区
献血グループ

28年　7月17日㈰（済）
29年　1月22日㈰

浦庄地区
献血グループ

28年　6月12日㈰（済）
28年 12月18日㈰

高原地区
献血グループ

28年　6月12日㈰（済）
28年 12月18日㈰

藍畑地区
献血グループ

28年 10月15日㈯
29年　3月18日㈯

高川原地区
献血グループ

28年 10月16日㈰
29年　2月12日㈰

平
成
28
年
度
献
血
実
施
予
定
表

（
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。） 【

石
井
町
社
協
献
血
推
進
部
】

　

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

５
地
区
の
献
血
グ
ル
ー
プ
が
、
積

極
的
に
献
血
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
355
名
の
方
に
献

　

浦
庄
小
学
校
よ
り
、
ア
ル
ミ
缶

等
の
リ
サ
イ
ク
ル
代
金
で
購
入
し

た
車
イ
ス
（
10
台
目
）
を
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

児
童
・
職
員
170
名
が
１
年
か
け

て
地
域
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、

空
き
缶
250
㌔
、
古
紙
・
段
ボ
ー
ル

2
㌧
を
収
集
し
た
も
の
で
す
。

　

石
井
町
社
協
に
は
、
子
ど
も
用

組
・
民
生
委
員
・
婦
人
会
等
の

各
地
区
役
員
の
方
々
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
各
ご
家
庭
に
お

願
い
し
集
ま
り
ま
し
た
社
費
２
、

６
１
２
、５
０
０
円
（
８
月
３
日

現
在
）
は
全
額
日
赤
県
本
部
へ
納

入
致
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
金　
　

３
５
、８
８
９
円

　
　

石
井
町
ゴ
ル
フ
連
盟
様

一
金　
　

１
０
、０
０
０
円

　
　
石
井
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
様

　

地
域
福
祉
の
た
め
に
、
大
切
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
略
し
て

「
社
協
（
し
ゃ
き
ょ
う
）」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
と

課
題
を
把
握
・
共
有
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
活
動
を
通
し
て
地
域
に

よ
る
支
え
あ
い
、
助
け
あ
い
活
動

を
支
援
す
る
民
間
団
体
で
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た

め
の
財
源
は
、
皆
さ
ま
の
会
費
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
・

歳
末
助
け
あ
い
募
金
の
配
分
金
を

徳
島
県
共
同
募
金
会
よ
り
受
け
て

お
り
、
社
協
だ
よ
り
の
発
刊
や
、

各
種
団
体
の
活
動
費
な
ど
に
、
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
社
協
会
費
・
赤
い
羽

根
共
同
募
金
と
も
に
９
月
末
頃
よ

り
、
各
地
区
役
員
さ
ん
を
通
じ
、

募
集
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お

願
い
致
し
ま
す
。

車
い
す
を
は
じ
め
、
以
前
、
石
井
・

藍
畑
小
学
校
等
よ
り
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
を
含
め
て
、
15
台

の
車
イ
ス
が
あ
り
、
地
域
の
方
々

へ
の
貸
出
し
（
無
料
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
福
祉
体

験
等
で
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
中
央
公
民
館
及
び

各
分
館
に
も
車
い
す
を
1
台
ず
つ
、

設
置
し
て
い
ま
す
。

血
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
受
付
者
数
448
名
）

　

献
血
は
、
病
気
や
け
が
の
治
療

を
受
け
る
患
者
さ
ん
の
命
を
救
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
献
血
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
に
、
血
液
検

査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
で
は
気
が
付
か
な
か
っ
た

病
気
が
、
献
血
時
の
検
査
で
見
つ

か
り
、
早
く
適
切
な
治
療
を
受
け

る
こ
と
で
、
大
事
に
い
た
ら
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

移
動
採
血
車
で
は
400
㎖
献
血
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す

る
た
め
に
、
義
援
金
募
集
を
行
い

ま
し
た
が
、
６
月
末
現
在
ま
で
の

義
援
金
は
３
０
４
、６
７
４
円
に

な
り
ま
し
た
。
全
額
を
日
赤
県
支

部
に
送
金
し
ま
し
た
。

　
（
義
援
金
を
頂
い
た
方
々
）

　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

石
井
町
ゴ
ル
フ
連
盟

高
原
有
志
の
会

パ
ー
プ
ル
エ
コ
ー

戸
田
英
世

石
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
す
な
ろ
会

石
井
町
民
生
児
童
委
員
会

石
井
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
四
季
の
会

石
井
パ
ソ
コ
ン
塾

高
浦
中
学
校

石
井
警
察
署
友
の
会

石
井
町
環
境
美
化
有
限
責
任
事
業
組
合

（
㈲
あ
け
ぼ
の
清
掃
・
㈱
石
井
環

境
・
㈱
オ
ー
エ
ヌ
オ
ー
・
㈱
コ
ー

ル
竹
内
・
山
口
興
業
合
同
会
社
）

石
井
町
藤
ク
ラ
ブ

武
知
ア
サ
子

み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
義
援
金
箱

町
内
８
ヵ
所
義
援
金
箱

　

皆
様
の
温
か
い
善
意
に
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
義
援
金
受
付
は
、
平
成
29

年
３
月
末
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

義
援
金
を
さ
れ
る
方
は
、
石
井
町

社
協
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
ベ
ビ
ー

シ
ー
ト
の
貸
出
し
を
し
て
お
り
ま

す
。
石
井
町
在
住
の
方
な
ら
利
用

で
き
ま
す
。
石
井
町
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

石
井
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
備
品
の
貸
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
体
験
学
習
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
、
グ
ル
ー
プ
で
の
研
修
等
で
お

使
い
く
だ
さ
い
。

　

借
用
は
無
料
で
す
が
、
事
前
予

約
と
借
用
申
請
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

　

備
品
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

６
３
７
ー
４
３
３
３

＊
な
お
、
貸
出
し
た
備
品
を
破
損

し
た
場
合
等
に
つ
い
て
は
、
借
り

た
方
に
責
任
を
負
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。



受託事業収入
¥35,402,488
受託事業収入
¥35,402,488

経常経費補助金収入
¥21,788,606
経常経費補助金収入
¥21,788,606事業収入

¥19,112,933
事業収入
¥19,112,933

介護保険事業収入
¥19,857,266
介護保険事業収入
¥19,857,266

受託金収入
¥11,798,585

その他の活動による収入
¥8,578,638

会費収入¥2,281,000

事業活動によるその他の収入
¥636,338

寄付金収入¥588,754 貸付事業等収入
¥292,000

受取利息配当金収入
¥7,515

前期末支払資金残高充当
¥2,768,939

収入決算額
123,113,062円

人件費支出
¥56,670,000
人件費支出
¥56,670,000

事業費支出
¥57,585,000
事業費支出
¥57,585,000

事務費支出
¥8,443,000

共同募金配分金事業費
¥1,211,000

その他の活動による支出
¥2,358,000

事業活動によるその他
¥547,000

支出予算額
126,814,000円

人件費支出
¥47,365,927
人件費支出
¥47,365,927

事業費支出
¥58,716,511
事業費支出
¥58,716,511

事務費支出
¥6,659,611

共同募金配分金事業費
¥1,162,833

その他の活動による支出
¥7,281,958

固定資産取得支出
¥1,068,704

事業活動によるその他の支出
¥857,518

支出決算額
123,113,062円

受託事業収入
¥35,030,000
受託事業収入
¥35,030,000

事業収入
¥19,029,000
事業収入
¥19,029,000

介護保険事業収入
¥17,088,000
介護保険事業収入
¥17,088,000

, 

受託金収入
¥8,544,000

積立資産取崩収入
¥3,968,000

サービス区分間
繰入金収入
¥3,195,000

会費収入
¥2,700,000

事業活動によるその他の収入
¥605,000

障害福祉サービス等事業収入
¥500,000 寄付金収入

¥310,000

貸付事業等収入
¥300,000

受取利息配当金収入
¥9,000

前期末支払資金残高
¥6,130,000

経常経費補助金収入
¥29,406,000
経常経費補助金収入
¥29,406,000

収入予算額
126,814,000円
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（収入の部）

（収入の部）

（支出の部）

（支出の部）

平
成
28
年
度  

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画

平
成
27
年
度
決
算

平
成
28
年
度
予
算

１
．
基
本
方
針

　

平
成
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

き
、「
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
」
を
強
化
す
る
も
の
と
し
て
、

複
合
的
に
課
題
を
抱
え
る
生
活
困

窮
者
に
対
し
、
包
括
的
な
相
談
支

援
や
就
労
支
援
等
を
実
施
し
、
生

活
保
護
受
給
者
支
援
策
等
と
の
連

携
の
下
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
を

よ
り
一
層
促
進
す
る
と
と
も
に
、

生
活
困
窮
者
支
援
を
通
じ
た
地
域

づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
り
、
医
療
・
介
護
等

の
需
要
の
急
増
が
予
想
さ
れ
る

２
０
２
５
年
、
更
に
そ
の
先
の

２
０
３
５
年
を
見
据
え
た
課
題
解

決
に
向
け
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
の
改
革
を
本
格
的
に

進
め
る
た
め
、
地
域
医
療
介
護
総

合
基
金
に
よ
る
事
業
や
新
た
な
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
、
包
括
的
支
援
事
業
や
認
知
症

施
策
が
講
じ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

こ
の
よ
う
な
福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
な
か
、
地
域
住

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
生
活
課
題
を

受
け
止
め
、「
自
立
し
た
生
活
の

実
現
と
暮
ら
し
の
安
心
確
保
」
を

基
盤
に
し
た
解
決
に
繋
げ
る
新
し

い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
い
、
地

域
住
民
、
関
係
機
関
、
各
種
団
体
、

行
政
な
ど
と
の
協
働
・
連
携
を
進

め
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
の

専
門
性
を
活
か
し
、
地
域
福
祉
力

を
高
め
た
人
々
の
尊
厳
と
自
己
決

定
を
尊
重
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
最
善
を
尽
く
し
た
事

業
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

２
．
重
点
目
標

⑴
３
部
門
体
制
に
よ
る
社
会
福
祉

協
議
会
の
組
織
・
機
構
改
革
を

行
い
ま
す
。

⑵
複
合
的
な
悩
み
を
総
合
的
か
つ

円
滑
に
相
談
で
き
る
体
制
を
整

備
し
相
談
者
本
人
の
み
な
ら
ず

世
帯
全
体
が
抱
え
る
問
題
を
把

握
し
、
多
機
関
・
他
職
種
の
連

携
・
協
働
に
よ
る
包
括
的
支
援

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

⑶
認
知
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
へ

の
総
合
的
な
権
利
擁
護
支
援
の

体
制
整
備
を
行
い
ま
す
。

⑷
訪
問
介
護
事
業
に
お
け
る
障
が

い
者
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。

⑸
石
井
町
総
合
戦
略
（
案
）
に
基

づ
く
就
労
支
援
及
び
地
域
活
動

の
運
営
支
援
を
行
い
ま
す
。

⑹
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
と
移
住
・
定
住
促
進
へ
の
協

力
支
援
を
行
い
ま
す
。

⑺
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
実
現

に
向
け
た
行
政
と
の
連
携
を
図

り
ま
す
。

⑻
障
害
者
差
別
解
消
法
等
を
ふ
ま

え
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

⑼
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
へ
の

対
応
を
行
い
ま
す
。
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心
配
ご
と
相
談
事
業

生
活
福
祉
資
金

貸
付
事
業

日
常
生
活
自
立

支
援
事
業

訪
問
介
護
事
業
所

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

ご
利
用
下
さ
い
各
種
事
業
案
内

「
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
石
井
」

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
が
ス
タ
ー
ト
し
、

石
井
町
社
協
に
「
く
ら
し
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
石
井
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

相
談
支
援
員
（
社
会
福
祉
士
・

精
神
保
健
福
祉
士
）
は
、
相
談
を

受
け
付
け
、
相
談
者
と
一
緒
に
今

後
の
目
標
や
計
画
を
立
て
、
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
他
の
専
門
機

関
や
地
域
団
体
、
民
生
・
児
童
委

員
の
方
々
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
解
決
（
自
立
）
に
向
け
て
継

続
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

相
談
例
と
し
て
は
、
①
仕
事
が

見
つ
か
ら
な
い
…
、
②
経
済
的
に

苦
し
く
て
生
活
し
て
い
け
な
い

…
、
③
家
賃
や
光
熱
費
が
払
え
な

い
…
、④
多
額
の
借
金
が
あ
る
…
、

⑤
引
き
こ
も
り
や
不
登
校
な
ど
気

に
な
る
家
族
が
い
る
…
、
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
安
の
あ
る
方

や
、
そ
の
よ
う
な
方
を
ご
存
知
の

方
は
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
生
活
困
り
ご
と
相
談
の
開
設
◆

　

と
き
…
毎
月
第
１
・３
火
曜
日

　
　
　
　

９
時
か
ら
12
時

　

暮
ら
し
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
心

配
ご
と
や
悩
み
ご
と
の
相
談
に
対

し
て
、
解
決
に
向
け
て
共
に
考
え

適
切
な
助
言
・
援
助
・
紹
介
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
は
、
研
修
等
を
活
用
し

て
知
識
や
相
談
対
応
ス
キ
ル
を
高

め
、
相
談
者
へ
の
円
滑
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
情
報
の
共
有
を
図
っ

て
い
ま
す
。

◆
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設
◆

　

第
２
・
第
４
火
曜
日

（
９
時
～
12
時
）

　

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
２
階

◆
心
配
ご
と
相
談
員
◆

石　

井
…
山
﨑
文
靖　

高
橋
健
吾

浦　

庄
…
井
上　

勉　

河
崎
惠
子

高　

原
…
仲　

量
之　

田
岡　

豊

藍　

畑
…
須
見
久
代　

小
林
泰
政

高
川
原
…
市
川
敏
夫　

齋
藤
照
彦

＊
開
設
日
以
外
で
も
、
電
話
や
来

所
に
よ
る
相
談
も
対
応
し
て

い
ま
す
。

＊
開
設
日
に
来
所
を
希
望
さ
れ
る

場
合
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た

だ
く
と
相
談
時
の
対
応
が
円

滑
に
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
」

は
低
所
得
者
や
高
齢
者
、
障
が
い

者
の
生
活
を
経
済
的
に
支
え
る
と

と
も
に
、
そ
の
在
宅
福
祉
及
び
社

会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
貸
付
制
度
で
す
。

◆
貸
付
対
象
◆

低
所
得
世
帯
…
資
金
の
貸
付
に

あ
わ
せ
て
必
要
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
独
立
自
活
で
き

る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
で
あ
っ

て
、
必
要
な
資
金
を
他
か
ら
借

り
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯

（
市
町
村
民
税
非
課
税
程
度
）

障
害
者
世
帯
…
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
者
（
現
に
障
害
者
総
合
支
援

法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
等
こ
れ
と
同
程
度
と
認

め
ら
れ
る
者
を
含
み
ま
す
）
の

属
す
る
世
帯
。

高
齢
者
世
帯
…
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
属
す
る
世
帯
（
日
常
生

活
上
療
養
ま
た
は
介
護
を
要
す

る
高
齢
者
等
）

◆
資
金
種
類
◆

①
総
合
支
援
資
金
②
福
祉
資
金

③
教
育
支
援
資
金
④
不
動
産
担

保
型
生
活
資
金

※
申
請
に
は
事
前
審
査
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
石
井
社
協
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
が
い

者
、
精
神
障
が
い
者
な
ど
の
判
断

能
力
が
不
十
分
な
方
々
が
、
自
ら

の
判
断
で
適
切
に
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
・
契
約
・
利
用
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
権
利
や
利
益
を
保
護
し
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
す
る
内
容
と
し
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

手
続
き
の
援
助
や
代
行
、
そ
の
利

用
料
の
支
払
い
、
日
常
的
な
金
銭

管
理
、
書
類
預
か
り
等
で
、
専
門

員
や
生
活
支
援
者
が
支
援
計
画
に

基
づ
い
て
支
援
し
ま
す
。
そ
の
場

合
は
利
用
料
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
状
態
や
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ

て
、「
成
年
後
見
制
度
」
へ
の
移

行
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。〔
平

成
29
年
度
よ
り
「
石
井
町
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
」
設
立
予
定
〕

　

場
所
…
石
井
町
社
会
福
祉
協
議

　
　
　
　

会

　

対
応
…
相
談
支
援
員
（
社
会
福

　
　
　
　

祉
士
・
精
神
保
健
福
祉

　
　
　
　

士
の
有
資
格
者
）

　

な
お
開
設
日
以
外
で
も
、
電
話

や
来
所
に
よ
る
相
談
も
対
応
し
て

い
ま
す
。

☎
６
７
４
ー
０
１
３
９

　

訪
問
介
護
事
業
所
で
は
、
７
月

よ
り
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
に
支

障
の
あ
る
障
が
い
者
（
児
）
の
家

庭
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し

ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
自
分
で

で
き
る
こ
と
は
し
て
い
た
だ
き
、

で
き
な
い
こ
と
を
お
手
伝
い
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
障
が
い
の
状

況
や
家
族
の
状
況
等
に
応
じ
て
、

在
宅
で
の
生
活
を
援
助
す
る
も
の

で
す
。

◆
登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集
◆

詳
し
く
は
石
井
町
社
協
ま
で

☎
６
７
４
ー
０
１
３
９

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
で
は
、

介
護
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
住
宅
の
手
す
り

設
置
等
）
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

介
護
申
請
の
代
行
や
、
要
介
護
認

定
を
受
け
ら
れ
た
方
に
は
、
そ
の

方
に
あ
っ
た
介
護
計
画
を
作
成
い

た
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
28
年
６
月
よ
り
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
３
名
に
な

り
、
新
し
い
体
制
で
利
用
者
、
地

域
の
方
々
に
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。◆

新
職
員
の
横
顔
◆

小
川　

純

　

今
年
度
よ
り
生
活
福
祉
資
金
相

談
員
と
し
て
、
石
井
町
社
会
福
祉

協
議
会
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
自
立
に
必
要
な
資
金
を
低
所

得
世
帯
・
障
が
い
者
世
帯
・
高
齢

者
世
帯
の
方
を
対
象
に
貸
付
を
し

て
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
心
配
ご
と
相
談
事
業
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
事
を
お
聞
き

し
て
お
り
ま
す
。

　

経
験
不
足
で
何
か
と
行
き
届
か

な
い
所
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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い
し
い
　
　
　

お
も
ち
ゃ
病
院

石
井
町
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
（
お
知
ら
せ
）

会
員　
浜
野
花
江
（
82
歳
）

　

平
成
10
年
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入
会
し
、
石
井
町
河
川

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
三
郎
広
場
の

管
理
業
務
を
、
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
に
、
建
物
管
理
に
始
ま
り
、
室

内
清
掃
・
ト
イ
レ
掃
除
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
度
、

思
い
が
け
な
く
こ
の
よ
う
な
表
彰

を
頂
き
、
大
変
名
誉
な
こ
と
で
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
お
役
に
立
て
る
様
に
頑
張
り

ま
す
。

　

石
井
町
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー
安
全
就
業
委
員　

会
員　
加
藤
克
幸
（
73
歳
）

　

こ
の
度
、
石
井
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
、
県
下
で
唯
一
安

全
就
業
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
日

頃
よ
り
就
業
前
の
ラ
ジ
オ
体
操
、

着
衣
へ
の
配
慮
、
使
用
道
具
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
心
掛
け
等
、
会
員

一
同
の
安
全
就
業
へ
の
意
識
の
賜

物
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
表

彰
を
機
に
、
更
な
る
安
全
に
心
が

け
、こ
れ
か
ら
も
、元
気
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
員　
江
口
茂
夫
（
74
歳
）

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

襖
・
障
子
・
網
戸
の
張
り
替
え
や

草
刈
り
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。自
分
の
健
康
の
た
め
、

そ
し
て
多
く
の
方
々
に
綺
麗
に

な
っ
た
、
使
い
易
く
な
っ
た
と
喜

ん
で
い
た
だ
く
事
に
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
安
全
第

一
に
作
業
を
行
い
、
多
く
の
方
々

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
心
が
け

ま
す
。会

員　
石
川
富
美
子
（
79
歳
）

　

第
二
の
人
生
の
生
き
甲
斐
を
求

め
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
に
な
っ
て
早
19
年
目
を
迎
え

る
事
が
出
来
た
の
も
職
員
の
方
々

の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
時

代
と
共
に
、
随
分
仕
事
も
少
な
く

な
り
寂
し
い
気
も
し
ま
す
。
毎

日
、
運
動
や
公
園
の
花
作
り
等
自

分
な
が
ら
生
き
甲
斐
を
求
め
、
認

知
症
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
と
同

時
に
、
仕
事
を
生
き
甲
斐
に
し
た

い
で
す
。会

員　
村
本
房
代
（
67
歳
）

　

平
成
17
年
に
入
会
し
、
掃
除
や

除
草
等
の
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
シ
ル

バ
ー
連
合
会
等
の
講
習
会
に
も
参

加
し
、
技
術
を
習
得
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
作
業
が
出
来
る
こ

と
で
、
心
と
体
の
健
康
維
持
に
繋

が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
依
頼
者
の
方
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
仕
事
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
し
い
お
も
ち
ゃ
病
院
が
毎
月

第
２
水
曜
日
（
午
前
10
時
～
午
後

３
時
）
に
石
井
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
開
院
し
て
い
ま
す
。
現
在
使

っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ
や
大
切
な
思

い
出
の
お
も
ち
ゃ
が
、
調
子
悪
か

っ
た
り
、
壊
れ
て
動
か
な
く
な
っ

た
り
し
た
も
の
を
再
び
元
気
に
さ

せ
て
使
え
る
よ
う
に
修
理
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

来
院
の
際
に
は
、
で
き
ま
し
た

ら
お
も
ち
ゃ
の
説
明
書
や
外
箱
、

取
れ
て
し
ま
っ
た
お
も
ち
ゃ
の
部

品
や
破
片
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

治
療
（
修
理
）
に
は
、
日
数
が
か

か
る
場
合
も
あ
り
、
症
状
に
よ
っ

て
は
、
治
療
（
修
理
）
で
き
な
い

　

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
益
々
お
元
気
で
お
暮
ら
し

く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
６
月
17
日
、
平
成
28

年
度
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
総
会
が
開
催
さ

れ
『
優
良
会
員
』
と
し
て
当
セ
ン

タ
ー
会
員
の
浜
野
花
江
さ
ん
（
82

歳
）
が
、
ま
た
県
下
で
唯
一
、『
安

全
就
業
優
良
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
』
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し

ま
す
と
共
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
の

ご
活
躍
を
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

会
長　
近
藤
令
子

　

こ
の
会
は
、
知
的
障
が
い
児
・

知
的
障
が
い
者
、
及
び
保
護
者
と

支
援
者
の
会
で
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
、
地
域
の

人
と
の
交
流
を
通
し
、
障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
「
共
に
生
き

る
地
域
社
会
」
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
、
親
子

で
参
加
し
た
り
、
お
花
見
・
遠
足
・

ク
リ
ス
マ
ス
会
等
、
楽
し
く
や
っ

て
い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
連
絡
は
石
井
町
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
。

大
正
５
年
３
月
10
日
生
ま
れ

永
見
ヤ
ス
コ
さ
ん
（
石
井
）

ご
長
寿
♡
百
歳

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
随
時

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
☎
６
７
４
ー
０
１
３
９
）

　シルバー人材センターは働くことを通じ
て生きがいを感じていただく所です。地域
のため、人のため、自分の健康のために働
いてみませんか。
　対象は、石井町在住で、原則 60歳以上
の働く意欲のある方です。まずは、簡単な
説明と申込書類をお渡ししますので、一度
事務所までお越しください。

石井町シルバー人材センター
☎ 674-7840

会
員
募
集

石
井
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

今
年
度
は
、
5
月
よ
り
10
か
所

で
実
施
し
、
7
月
で
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
ふ
じ
っ
こ
号
は
、
老

朽
化
に
よ
り
、
7
月
を
も
ち
ま
し

て
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

移
動
図
書
館
車

ふ
じ
っ
こ
号
終
了
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石井町ボランティアセンターだより
第19回石井町ボランティアフェスティバル＊第10回こども文化祭＆こども美術展＊

《広報編集委員》石井地区　◎山㟢文靖　上地禎子　浦庄地区　河崎惠子　松家美知子　高原地区　高橋三紀
　　　　　　　　藍畑地区　高木淑惠　松尾昌子　高川原地区　瀬部和子　上田陽美　編集協力　藤本七三夫　◎は編集委員長

と　き：10月16日（日）
　　　　10：00～14：00
ところ：石井町中央公民館　　　　　　　　　
内　容：こども文化祭&こども美術展
　　　　●ボランティアグループ等による模擬店
　　　　●学校等のボランティア活動紹介パネル展示
　　　　●体験、遊びのコーナーなど…♪♪
　　　　●今年も名西高校芸術科の生徒さんのパフォーマンスが…
　　　　●行政相談コーナー

舞踊・ダンス・歌等の発表や、工作・絵・習
字等、多数の出展をお待ちしています !!
★出演・出展者には記念品をプレゼント★

申込締切：9月16日（金）

『こども文化祭&こども美術展』
出演者・出展者を募集しています！！

社
会
福
祉
協
議
会

の
行
事
予
定

平
成
28
年
8
月
〜
平
成
28
年
12
月

◆社協だより（第 70 号）発行【17 日】
◆東部地区石井町赤十字奉仕団研修（赤
　十字病院）【25 日】
◆ 24 時間テレビ募金活動【28 日】
◆徳島県敬老県民のつどい【6 日】
◆全国一斉老人クラブ社会奉仕の日【20 日】
◆徳島県婦人団体連合会第 31 回交流芸
　能大会〜三世代交流〜【24 日】
◆第 34 回藤クラブ芸能大会【30 日】
◆石井町社会福祉協議会会費募集・赤
　い羽根共同募金【12 月末日まで】
◆第 34 回石井町社会福祉大会【6 日】

◆第 44 回石井町老人体育大会【12 日】
◆第 19 回石井町ボランティアフェス
　ティバル・第 10 回こども文化祭＆
　こども美術展【16 日】
◆第74回藤クラブカラオケ大会【11日】
◆第 37 回徳島県婦人問題調査研究発
　表大会【22 日】
◆第 60 回徳島県社会福祉大会【25 日】
◆藤クラブ研修旅行
◆歳末たすけあい募金
◆ふじっこ親子クリスマス会【18 日】

８月

９月

10月

11月

12月

■掲載内容に関するお問い合わせ先：石井町ボランティアセンター　TEL６３７ー４３３３

学生ボランティア募集中！ ペットボトルキャップの回収

ボランティア活動保険・行事用保険

若さ！元気！笑顔！お待ちしています！

〜活動中のケガや賠償責任を補償するための保険です〜

★ボランティア行事保険は日程を限定して加入できます★

★24時間テレビ募金受付★
と　き：8月 28日（日）8：30〜 22：00
ところ：フジグラン石井
★ボランティアフェスティバル運営スタッフ★
と　き：10月 16日（日）8：30〜 16：00
ところ：石井町中央公民館

キャップを集めるボランティア活動が■環境保全に
つながります（ゴミの減量・資源としてリサイクル）
■災害時の被災地支援募金になります■発展途上国
で暮らす子どもたちのポリオワクチン・栄養給食・
文房具になります

ボランティア
活動保険
保険料

（1 名あたり）

A プラン B プラン

基本タイプ 300 円 450 円

天災タイプ 430 円 650 円

＊回収ボックス設置場所＊
◆石井町社会福祉協議会
◆石井町役場
◆石井町中央公民館
◆公民館石井分館
◆四銀いしいドーム
◆フジグラン石井
◆スーパーセブン


